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              受入機関名                                                　  

              代表者名                                                 　　 
              受入責任者名        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
              研究テーマ                                                  

              招へい研究者名                                              

              研究期間                                                    

	(様式１０)
	
	
	

	受入機関研究結果報告書

	
	
	年　　月　　日

	受入機関名
	　

	受入責任者役職
	　

	受入責任者氏名
	

	招へい研究者氏名
	(英)
	　

	
	(カタカナ)
	　

	研究テーマ
	英語
	　

	
	和文
	　

	項目
((番号)は受入希望説明書の番号)
	実績
	受入提案書との対比、相違点

	招へい期間
	　
	　

	(1)研究活動テーマ
	　
	　

	(2)研究活動の内容*(必要に応じて専門用語の解説を付記すること)
	　
	　

	(4)研究活動に要した経費の規模
	　
	　

	(6)研究活動を実施した部署名及び場所
	　
	　


	(7)研究活動に参加した研究者数及び主な研究者名とその職名、または職位
	　
	　

	(10)共同研究活動によって得られた成果*
	受入機関
	
	

	
	招へい研究者
	
	

	(11)研究活動の経過(研究ステップの概略を提示してください。講義、講演等の実施状況についても記述してください。)
	　
	　

	(12)国際交流、人材育成(啓蒙活動による若手研究者の育成、招へい研究者を育成するプラン等)及び国際貢献の観点から特記すべきことがあれば記入してください。
	　
	　

	招へい研究者、または、招へい研究者の所属機関と受入機関の間で、今後の具体的な交流計画がある場合は、その概要を下欄に記述してください。特許出願の有無についても記載してください。*

	　


*　論文掲載、投稿状況、シンポジウムでの発表実績(予定)等を実績として記述する場合は、一般的な文献記載の通例に従って、共著者、発表誌、発表時期、または、発表予定時期を明示してください。必要に応じ、別紙に記載してください。
　また、本欄に、特許出願の有無についても記載してください。
受入機関研究結果報告書の作成における注意事項

1. この報告書は、招へい研究者報告書の提出を受けて受入機関が作成し、招へい研究者の帰国後1か月以内にNICTに提出してください。
2. 報告書には、招へい研究者研究報告書(RESEARCH　REPORT)及びその和文要約を添えて提出してください。

3. 報告書は、様式１０を用いて、A4サイズの用紙で作成してください。
以上
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